
パネルディスカッション報告 

テーマ：アスリートにとって理想的な指導者とは 

１．目的 

本報告書は、競技者として培ってきた経験を基礎として、指導者の

言葉および指導行動が選手に及ぼす影響を整理したものである。これ

らの意見をもとに、今後求められる指導者像ならびに指導環境の在り

方について検討する際の一助となることを目的とする。 

 

２．心に残っている指導者の言葉 

これまでの競技生活において、指導者からかけられた言葉の中には、競技のパフォーマンス向上や精神的支えとなっ

たものが多くある。特に、選手の状況を理解したうえでの「あなたなら大丈夫」といった肯定的な声掛けは、不安を和

らげ、前向きに競技へ向かう力となっている。試合中においては、技術的指示よりもメンタル面を支える言葉の方が効

果的であると感じる場面も多い。 

また、日本代表合宿時に、将来のアスリートキャリアを見据えた話や、無名の選手であっても平等に接する姿勢を示

されたことで、緊張が緩和され、高いモチベーションを維持することができた。 

 さらに、「競技者である前に社会人として通用する人間でありなさい」という言葉は、現在において人としての在り方

を支える重要な教えとして強く心に残っている。 

 

３．指導者に求める知識・スキル 

今後、競技を続けていく中で、指導者に求めるものとして、まず

高いコミュニケーション能力が挙げられる。日常的な対話や関わり

を通して信頼関係を築くことが、練習や試合における指導の納得感

につながる。 

加えて、技術指導にとどまらず、以下のような幅広い専門知識と

スキルが求められている。 

• メンタルサポート能力 

• 戦術理解およびゲーム分析力 

• 栄養、休養、疲労回復に関する知識 

• 解剖学・生理学などのスポーツ科学的知識 

特に、一方的に答えを与えるのではなく、選手に選択肢を提示し、自ら考えさせる指導が、主体的な成長を促すもの

として重要である。 

 

４．悲しかった・辛かった指導経験 

競技生活の中では、指導者からの言葉や指導によって悲しさや辛さを感じた

経験もあった。 

 試合結果やミスに対するネガティブな発言、練習前からモチベーションを下

げるような声掛けは、選手の精神的コンディションに悪影響を与える。 

また、他の競技者との比較、個人のミスに対する叱責、課題の意図が共有さ

れないまま過度なプレッシャーを与える指導は、不信感を生み、学びや改善に

つながりにくい。 

 このような経験から、選手を精神的・身体的に追い込み、意欲を低下させる指導は指導者としてあるべき姿ではな

く、前向きに取り組める環境づくりの重要性を強く感じている。 

 

 

５．悩みや苦しみの中で求めるサポート 

悩みや苦しさを抱えている時には、状況に応じた柔軟な対応が求められる話

を聞いてほしい時もあれば、あえて距離を置いてほしい時もあり、選手の  

状態を見極めた関わりが重要である。 

また、選手自身がまず考え、試行錯誤する姿勢を尊重したうえで、指導者に

は考える方向性を示す助言や気づきを促すサポートが期待されている。 

加えて、スランプ時に感情的にならず、冷静に現状を整理し、「今やるべきこ

と」を明確にしてくれるメンタルサポートや、コンプライアンス面で選手を守

るチーム運営者の存在は、大きな安心材料となっている。 

 

６．将来目指したい指導者像 

将来指導者になるとしたら、選手のモチベーションを引き出し支え  

るモチベーターとしての指導者を目指したい。 

 単に技術を教えるのではなく、幅広い知識をもとに具体性のある助

言を行い、人として成長できるチームづくりを大切にしたいと考えて

いる。 

また、型にはめる指導ではなく、複数の考え方や選択肢を示し、選

手自身が判断し行動できる力を育てる指導を重視したい。 

 自身の成功や失敗を絶対視せず、選手一人ひとりの状況に応じて柔

軟に対応し、可能性を制限するのではなく広げる指導者を目指す。 

 

７．まとめ／総括 

本パネルディスカッションを通して、アスリートにとって理想的な指導者とは、単に競技力を高める存在ではなく、

選手一人ひとりの状況や心情を理解し、競技者として、また一人の人間として成長を支える存在であることが明らかに

なった。 

指導者の言葉や関わり方は、選手のパフォーマンスやモチベーションに大きな影響を与え、時には競技人生の転機と

なり得る。肯定的で根拠のある声掛け、信頼関係に基づいたコミュニケーション、そして選手の主体性を尊重する姿勢

は、選手が安心して挑戦し、前向きに競技へ取り組むための重要な要素である。 

一方で、ネガティブな発言や比較、過度なプレッシャーを与える指導は、選手の心身に悪影響を及ぼし、成長の機会

を奪う可能性があることも共有された。これらの経験から、指導者には

課題の意図を明確にし、選手が納得して取り組める環境を整える責任

があることが再認識された。 

また、将来指導者を目指す立場としては、型にはめる指導ではなく、

幅広い知識と柔軟な視点を持ち、選手に選択肢を提示し、自ら考え判断

する力を育てる指導の重要性が示された。競技力の向上と同時に、人と

しての成長を大切にする姿勢が、長期的に見て競技者の可能性を最大化

すると考えられる。 

本研修会で得られた知見を、各競技団体や指導現場において共有・活

用することで、より良い指導環境の構築と、兵庫県全体の競技力向上に

つながることが期待される。 

 


